
溶
融
炉
開
発
の
日
本
環
壊
保
全
（
茨

城
県
牛
久
市、
古
渡
周
作
社
長）
は、

灰
を
溶
か
し
て
ガ
ラ
ス
状
に
固
め
る
高

温
溶
融
炉
を
台
湾
の
ご
み
処
理
施
設
に

導
入
す
る
契
約
を
こ
の
ほ
ど
台
北
市
と

結
ん
だ。
台
湾
科
技
大
学
（
台
北
市）

と
協
力
し、
実
証
炉
を
二
0
0
五
年
に

も
稼
慟
さ
せ
る。
同
社
は
台
湾
で
の
実

績
を
も
と
に、
日
本
国
内
や
ア
ジ
ア
諸

国
で
の
受
注
拡
大
に
つ
な
げ
る。

台
湾
科
技
大
学
と
協
力

日本環境保全

-皇__-—
国内の試作炉（熊本県人吉市）

力
は一
日
士一
此
で、
灰
の

処
理
後
の
体
積
は
五
分
の一

に
な
る。
固
形
物
は
建
築
材

台
北
市
環
境
保
護
局
と
実
す
る。

料
や
進
路
の
舗
装
材
な
ど
に

証
炉
の
開
発
契
約
を
結
ん

r
J

み
処
理
施
設
か
ら
出
た
再
利
用
で
き
る
と
い
う。

だ。
重
油
を
水
と
混
合
燃
焼
残
灰
を
炉
の
中
に
入
れ、
セ

従
来
は
灰
を
捨
て
る
際
に

し
て
炉
を
高
温
に
す
る
同
社
氏
千
五
百
度
以
上
の
高
温
に
セ
メ
ン
ト
や
凝
固
剤
な
ど
で

9
供
与
し、
台
湾
科
す
る
こ
と
で
ガ
ラ
ス
状
の
固
固
め
て
か
ら
埋
め
立
て
て
い

技
大
と
実
証
炉
を
共
同
製
作
形
物
に
す
る。
炉
の
処
理
能
た
が、
重
金
属
な
ど
の
有
害

物
質
が
溶
け
出
す
恐
れ
が
あ

っ
た
と
い
う。
古
渡
社
長
は

「
灰
を
ガ
ラ
ス
状
に
固
め
る

こ
と
で
輝
墳
汚
染
が
防
げ
る

だ
け
で
な
く、
再
利
用
す
れ

ば
r
J

み
の
埋
め
立
て
量
も
減

ら
せ
る」
と
話
す。

台
北
市
の
ご
み
処
理
施
設

聾
竪
鰤
年
に
も
実
証
炉

台
湾
に
新
型
溶
融
炉

で
は一
日
七
十
ー
百
吠
の
灰
さ
れ
れ
ば
八
基
ほ
ど
の
導
入
弁
会
社
を
設
立
し
て
共
同
で

扉
出
し
て
い
る。
同
社
は
が
見
込
め
る」
と
み
て、
台
処
理
事
業
を
進
め
る
計
画

「
炉
が
台
北
市
に
正
式
採
用
北
市
内
の
民
間
企
業
と
合
だ。
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